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茨
木
の
り
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詩
作
を
素
材
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愛
と
平
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そ
し
て
未
来
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表
現
し
ま
す
。 

松戸商工会議所・別館ホール 

2024.6.15(土) 

14:00～16:00  参加費   
大人 1,500 円 

学生・子ども 無料  

《次第予定》 

13:30 開場 
14:00 オープニング 
14:10 第一部 生きる 
14:40 第二部 愛と平和 
15:10 第三部 六月 
15:50 新・千葉県民歌披露 
16:00 クロージング 

■主催 松戸での県民の日記念イベント実行委員会 （連絡先 090-1268-5882）   
■共催 （一社）洸楓座、松戸朗読と文学の会 
■後援 松戸市教育委員会、東京新聞千葉支局、千葉日報社、NPO 再チャレン

ジ東京、わがふるさと支援（株）、（一社）バサルトファイバー研究所 

会場：松戸市松戸 2060 
松戸駅西口から徒歩 6 分 

（400 ㍍） 
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６月１５日は、千葉県民の日とされており、県内の小中学校なども休校となっています。 

今年はその日は土曜日で多くの人と千葉県についての愛着を醸成したいと思います。 

そうした思いになれるのは、日本が「平和」であるからです。 

６月１２日は、詩人・茨木のり子の誕生日、９８回目（７９歳で亡）。 

彼女は、戦時下に青春時代を過ごし、当時の思いを、 

『わたしが一番きれいだったとき』という詩ほかに、書いています。 

『六月』という詩も遺しています。が、それはいわゆる６月、水無月の詩ではなく、 

私たちの暮らし――どこで、いかに生きるか―― 

についての、詩人の意思を表現しています。 

このイベントでは、それを感じ取りたいと思います。        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田中泰子     山川建夫   

 

 

 

          松島邦 

 

 

 

 

 

 

本橋映子    別府真也 

      

 

企画／プロデューサー 青柳浩生

（Norikist、(一社)洸楓座代表） 

舞台監督／ 

ディレクター   

高谷秀司   

（音楽家・ 

雅楽師） 

◎茨木のり子 2024／実施計画 

春 ２・17(土) 命日ははじまり  
夏 ６・15(土) 誕生月・県民の日記念 
秋 ９・21(土) ひろがりを求めて 
冬 12・21(土) 未来につなぐ 

 

◎松戸での県民の日記念イベント 

実行委員会 

委員長／小山勝 
副委員長／久保田賢三・佐藤建吉 
事務局長／槙太 
舞台監督／高谷秀司 
監事／佐藤真理 

 

六
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茨
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り
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し
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を
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け
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こ
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に
美
し
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を
つ
け
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れ
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さ
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で
満
ち
満
ち
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ど
こ
か
に
美
し
い
人
と
人
と
の
力
は
な
い
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同
じ
時
代
を
と
も
に
生
き
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し
た
し
さ
と
お
か
し
さ
と
そ
う
し
て
怒
り
が 

鋭
い
力
と
な
って 

た
ち
あ
ら
わ
れ
る 

【新作／千葉県民の歌】 

作詞：青柳浩生 
作曲：高谷秀司 

安房： 
夢を追い求め、海をこぐ 
安房の海よ、輝き放て 
誇り高く、未来へと続く 
千葉の時代、輝く海 

上総： 
夢を追い求め、大地を進む 
上総の大地、実り豊かに 
誇り高く、未来へと続く 
千葉の時代、輝く大地 

下総： 
夢を追い求め、街をつくる 
下総の街、光り輝く 
誇り高く、未来へと続く 
千葉の時代、輝く街 

千葉： 
夢を追い求め、人をむすぶ 
千葉の人、愛を携え 
誇り高く、未来へと続く 
千葉の時代、輝く人 

    

 
「愛は努力である」 

     by プラトン 

                                                               

 “Love is Action”   
         by マザー・テレサ 

 
 

Design by 一色宏 

 
 
   by マザー・テレサ 

  

 
 
   

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
キーワードは、「人類の良心」。人類が人類
として地球で生き続けるための条件を、千
葉の「県民の日」に、千葉芸術文化として
表現したい。Earth＝e・ART・h。地球の文
化を創造することは芸術の本質で、人類共
通の良心！地球と人類は共存共在の関係
です。具体的には、萬葉の益荒男ぶり／源
氏のもののあわれ／枕草子のをかし／中
世の幽玄・有心／江戸の粋・侘び・寂び・
しおり。さらに、傘かしげ・迂闊謝り・拳
腰浮かせを解説＆表現します。真髄にある
のは、茨木のり子。「千葉の日」に、愛と平
和を、歴史と文芸の葉と根を稔らせたい。 
 

ほかに、サプライズの演出
や参加もあります。県民の

日にふさわしく・・。 


